
豊川保育園と豊川小学校
の連携活動
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連携園・校の概要

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計

園児数 3 6 7 11 9 4 40名

1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

児童数 7 8 6 1 7 7 36名

社会福祉法人豊川福祉会豊川保育園

コミュニティースクール
益田市立豊川小学校

R3年1月現在

R3年1月現在
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平成３０年版文部
科学白書

第３章「生涯学習社
会の実現」
「社会に開かれた教育
課程」の実現のための
コミュニティ・スクー
ルと地域学校協働活動
の一体的推進
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地域全体で子どもを育てる共育共創の地域コミュニティ
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これまでの保小連携活動
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(平成28年度～30年度)
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平成２８年度
・ほぼ毎月交流活動を
実施。

・年間通して活動を実
施していたが、年度当
初の計画や年度末のふ
り返りなどはしていな
かった。

・5・6年生との事前事
後の話し合いの場はあ
まり持てていなかった。

年 月 日 交流活動の内容等

H28.5.30 小学校１・２年生との芋の苗植え

H28.6.7 小学校１・２年生との散歩と川遊び

H28.6.14 小学校５・６年生との大豆の種まき

H28.7.5 小学校５・６年生との小豆の種まき

H28.9.2 小学校１・２年生との川遊び

H28.10.18 小学校１・２年生との韮草山登山

H28.11.8 小学校５・６年生との大豆収穫

H28.12.21 保育園での小学校１・２年生による音読披露

H29.1.11 小学校５・６年生との豆腐作り＆試食会

H29.1.20 小学校１・２年生との合同体育

H29.2.13 小学校１・２年生との合同雪遊び
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平成２９年度
・1年生がいなかったた
め２年生との交流が中
心

・担当が変わると活動
も大きく変わる。

・高齢者団体と一緒の
交流となったため、小
学生との交流をメイン
にした活動になりにく
かった。

・小学校の教育活動と
しての目的が曖昧だっ
た。

年 月 日 交流活動の内容等

H29.5.11 小学校２年生 地域のお散歩（生活）

H29.6.20 小学校２年生・さつき会とのさつま芋苗植え（総合）

H29.7.27
小学校２年生 教科書の朗読とピアニカ演奏
（国語・音楽）

H29.8.21 つくしんぼクラブとの交流

H29.9.4 小学校２年生 川遊び交流（総合）

H29.9.24 小学校２～４年生 豊川地区連合運動会

H29.11.2 小学校２年生・さつき会とのさつまいも掘り（総合）

H29.12.1 小学校２年生・さつき会との焼き芋交流会（総合）

H30.2.23 小学校２年生 給食試食会・掃除体験



幼小接続の段階を示すステップ

「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」（平成22 年11 月、幼児期の教育と小学校
教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議）

ステップ０ 連携の予定・計画がまだ無い。

ステップ１ 連携・接続に着手したいが、まだ検討中である。

ステップ２
年数回の授業、行事、研究会などの交流があるが、接続を
見通した課程や計画の編成・実施は行われていない。

ステップ３
授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した課
程や計画の編成・実施が行われている。

ステップ４
接続を見通して編成・実施された課程や計画について、実
施結果を踏まえ、更によりよいものとなるよう検討が行われ
ている。
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月 活動内容

５月 おさんぽ

６月 さつま芋の苗植え

７月 国語活動発表・ポンポン練習

８月 豊川地区連合運動会合同練習

９月 豊川地区連合運動会 合同種目・マーチング

１０月 芋掘り

１１月 とよかわっこ発表会の見学

１２月 収穫祭（焼き芋ほか）

１月 おもちゃ祭り

２月 給食試食会

保小合同会議（情報交換・年間活動振り返り・次年度計画）

※活動前後に保小それぞれの指導案を持ち寄り事前の打ち合わせ会議、
振り返りの会議をする

10

平成３０年度 年間活動計画

• １年生との交流を
中心にする。

• 事前の話し合いで
お互いの目的とね
らいの共有を図る。

• 事後のふり返りの
場を必ず持つ。

• 校内でも保小接続
連携の必要性を広
げていく。



ステップ０ 連携の予定・計画がまだ無い。

ステップ１ 連携・接続に着手したいが、まだ検討中である。

ステップ２
年数回の授業、行事、研究会などの交流があるが、接続を
見通した課程や計画の編成・実施は行われていない。

ステップ３
授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した課
程や計画の編成・実施が行われている。

ステップ４
接続を見通して編成・実施された課程や計画について、実
施結果を踏まえ、更によりよいものとなるよう検討が行われ
ている。
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※年間計画を年度当初に作成し、年度末にふり返りの場を持つ。

平成３０年度



５月１１日 おさんぽ（上の原地区）

６月 ６日 さつまいもの苗植え
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７月１２日 国語発表・ポンポン練習・ころがしドッチボール

８月３１日 運動会合同練習（ポンポン）
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９月１６日 豊川地区連合運動会（保小・保中交流）

１０月２９日 いも掘り
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１１月１７日 小学校はっぴょう会の見学

１２月１７日 小学校収穫祭交流（新聞あそび・焼きいも）
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２月８日 小学校図書委員会による絵本の読み語り

２月２６日 おもちゃであそぼう・給食・昼休み・掃除体験
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・保育園でどのような活動をしているか、保育園
での遊びや生活で培われる力と小学校の教科で求
められる力との繋がりについて説明。

2月27日 保小合同会議
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平成30年度
益田市版保幼こ小接続カリキュラムが策定される

• 校区毎に接続
カリキュラム
の策定が必要
となる

• 豊川小学校区
としての接続
カリキュラム
策定へ



幼小接続の段階を示すステップ

「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」（平成22 年11 月、幼児期の教育と小学校
教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議）

ステップ０ 連携の予定・計画がまだ無い。

ステップ１ 連携・接続に着手したいが、まだ検討中である。

ステップ２
年数回の授業、行事、研究会などの交流があるが、接続を
見通した課程や計画の編成・実施は行われていない。

ステップ３
授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した課
程や計画の編成・実施が行われている。

ステップ４
接続を見通して編成・実施された課程や計画について、実
施結果を踏まえ、更によりよいものとなるよう検討が行われ
ている。
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令和元年度～
島根県幼小接続連携研究事業
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２年間の研究の取組み
１．交流活動の充実

(1)交流を通した子どもの育ち

・どんな良い点があったか（１０の姿）

(2)事前事後の話し合いの充実

２．持続できる保小連携活動の仕組みの構築

(1)園内・校内体制の構築

・教職員の連携～保小内に連携の理解を広げる

(2)接続カリキュラムの見直しサイクルの確立

(3)保護者や地域への啓発

３．成果と課題
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年 月 日 交流活動の内容等

H31.4.26 小学校授業参観・年間計画打合せ

R1.5.14 保小合同会議

R1.5.24 第1回交流活動「おさんぽ会」

R1.5.28 第1回活動ふり返り・打ち合わせ会議

R1.6.10 ［公開保育］第2回交流活動「いも苗植え」

R1.6.13 第2回活動ふり返り会議

R1.6.27 第3回活動打ち合せ会議

R1.7.4 第3回交流活動「運動会練習と創作活動」

R1.7.12 ふり返り会議

R1.9.6 保幼小連絡協議会研修会：実践発表

R1.9.18 連合運動会合同練習

R1.9.25 豊川地区連合運動会

R1.10.9 運動会ふり返り・第4回活動打合せ会議

R1.10.16 第4回交流活動「絵の具あそび」

R1.11.6 第4回活動ふり返り・打ち合わせ会議

R1.11.12 第5回交流活動「さつまいも掘り」

R1.11.16 小学校発表会見学

R1.11.22 第5回活動ふり返り会議

R1.12.4 第6回活動打ち合わせ会議

R1.12.12 第6回交流活動「クッキング」

R1.12.19 第6回活動ふり返り・打合せ会議

R1.12.25 26 小学校教員による保育体験

R2.1.23 第7回交流活動「お正月遊び」

R2.1.28 第7回活動ふり返り及び第8回打合せ会議

R2.2.17 保・小・地区合同研修（保育園・小学校・放課後児童クラブ・公民館職員参加）
『島根県立大学 福井先生による小学校図工科についての研修』

R2.2.21 第8回交流活動「給食試食及び学校体験」

R2.3.17 保小合同会議（保小管理職参加による今年度の活動及び接続カリキュラムのふり返
り） 22

小学校の授業を保育士が
見学

交流活動の前の打合せで、
ねらいや目標を確認しなが
ら活動内容を決めていく

交流活動の後のふり返りで
子どもの姿や育ちについて
の意見交換

年間計画・接続カリ
キュラムの確認

小学校教員による保育体
験を実施

保小職員合同の研修会を
開催

年間活動と接続カリキュ
ラムのふり返りと次年度
に向けた方針の協議

令和元年度
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R2.5.19打ち合わせ 交流の進め方の話し合い・サツマイモ活動の日程決め

R2.5.20
第１回 交流活動中間休み～交流 ニンジン種植え/しっぽ取りゲーム/ハンカチ

おとし（ねらい：なかよくなろう）

R2.5.26第1回活動のふり返り

R2.6.3 さつまいもの苗植え打ち合わせ

R2.6.9第２回 交流活動 さつまいもの苗植え

R2.6.23第2回活動のふり返り/次回の交流内容の打ち合わせ

R2.7.14 今後の交流内容の打ち合わせ

R2.7.21第３回 交流活動 川遊び/五右衛門風呂

R2.8.24第3回活動のふり返り/次回の交流内容の打ち合わせ

R2.9.1第４回 交流活動 マーチングのポンポン練習/人参収穫

R2.9.2保小合同運動会合同練習

R2.9.3保小合同運動会合同練習

R2.9.16幼小連携・接続研究事業研修（島根県教育委員会・幼児教育センター）

R2.9.23保小合同運動会（予行練習）

R2.9.28小学校運動会参加

R2.10.8第4回活動以降のふり返り/次回の交流（第５・第６）の打ち合わせ

R2.10.15第５回 保小交流 さつまいも掘り

R2.10.26第６回 保小交流 園外交流（万葉公園）

R2.11.11小学校発表会予行練習の見学

R2.11.19第5・６回活動のふり返り/次回の交流内容の打ち合わせ

R2.11.24第７回 保小交流 秋まつり （研究授業）

R2.12.18第7回活動のふり返り/教員による保育体験・次回交流の打ち合わせ

R2.12.2とよかわの未来をつくる会ひとづくり部会で取組みを説明
R2.12.28
・R3.1.7

小学校教員による保育体験（28日5名、7日4名参加予定）

R3.1.27第8回 保小交流 昔あそび（こま回し・凧作り）

R3.2.22小学校保育園職員合同研修会（島根県立大学福井先生・表現活動)

R3.2.24学校体験（給食試食・掃除・昼休み）～地域授業公開日（保護者・地域住民）

R3.3未定 保小合同会議（年間の振り返り、接続カリキュラムの検証・次年度の計画）

小学校の授
業を保育士
が見学

年間計画・
接続カリ
キュラムの
確認

年間活動と接続カリキュラ
ムのふり返りと次年度に向
けた方針の協議

交流活動の前の打合せで、
ねらいや目標を確認しなが
ら活動内容を決めていく

交流活動の後のふり返りで
子どもの姿や育ちについて
の意見交換

小学校教員による保育体
験を実施

令和２年度

保小職員合同の研修会を
開催

連携活動の意義を保護者や
地域に伝える



１．交流活動の充実
（１）交流を通した子どもの育ち
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令和元年６月１０日 さつまいも植え

25

小学校のねらい
・自分たちで調べたサツマイモの植え方を園児にわかりやすく説明できる。
・協力して活動し、より仲良くなることができる。

保育園のねらい
・さつまいの植え方を知り、楽しんで取り組む。
・小学生と楽しい時間を共有し、かかわりを深めていく。
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「道徳性・規範意識の芽生え」 →園児にどんな約束を伝えるか

「言葉による伝え合い」 →目標や予定について園児に分かりやすく伝える

「自立心」 →１年生としての自覚を持ち、はじめの会をスムーズに行う

はじめの会でしっかりと１年生の話を聞く→ 道徳性・規範意識の芽生え

【小学生】

【園 児】

「数量・図形、文字等への関心・感覚」 →事前に調べたことを基に活動
を計画し、進行カードなどを作る

学びに向かう
力，人間性等

思考力，判断
力，表現力等

知識及び技能
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「自立心」→最後まで自分たちで畑をつくり、芋の苗を植える

29

「協同性」 →ペアになって活動することで園児との関わりをつくる

「言葉による伝え合い」 →園児に分かりやすく伝える

「自然との関わり・生命尊重」 →芋の苗や土に触れ、興味関心を抱く

小学生とペアになって活動する→「協同性」「言葉による伝え合い」

【小学生】

【園 児】

「道徳性・規範意識の芽生え」→スコップの使い方等、ルールを守り活動する

芋の苗や土に触れ、好奇心や探究心をもって積極的に関わる
→「自然との関わり・生命尊重」

「健康な心と体」
→畝づくりや苗植えの
作業をする

学びに向かう
力，人間性等

思考力，判断
力，表現力等

知識及び技能
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35

「協同性」 →園児と手をつないで歩く

「言葉による伝え合い」 →園児に分かりやすく伝える

小学生と手をつないで歩く→「協同性」「言葉による伝え合い」

【小学生】

【園 児】

「思考力の芽生え」「豊かな感性と表現」
→活動を通して感じたことなどを園児の前で発表する

活動を通して感じたことなどを小学生の前で発表する
→「思考力の芽生え」「豊かな感性と表現」

学びに向かう
力，人間性等

思考力，判断
力，表現力等

知識及び技能
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令和２年 ６月 ９日 さつまいも植え

・昨年度の反省を生かし、活動を通して育つ力を意識して、

作業的にも時間的にも無理のない計画に。

・あえて前年度と同じ「さつまいも植え」という活動内容に

することで、１年生が前年度にしてもらったことを思い出し

ながら力が発揮できるように。
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１．交流活動の充実

（２）事前事後の話し合いの充実
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＜事前の話し合い＞

〇お互いの活動目標とねらいの確認

〇当日の流れと予想される子どもの姿の共有

〇配慮事項や役割の確認

〇活動目標やねらいに沿った子どもの姿のふり返り

〇当日の動画や写真をもとにふり返る

〇次回の活動についての概要を打ち合わせる

＜事後の話し合い＞
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・子どものとらえ方の違いやそれぞれが大切に

していることに気付く。

・児童・園児をお互いが見る視点が明確になる。

・職員同士の互恵性が高まる。



２．保小連携活動の
持続可能な仕組みの構築

（１）園内・校内体制の構築
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【豊川小学校の体制づくり】

〇１年目（令和元年度）

・年度当初に保小連携の取組について理解する。

・保小連携接続に係わる研修の機会を持つ。

・保育体験

・スタートカリキュラムの見直し
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保・小・地区合同研修 （令和２年２月１７日）
島根県立大学福井先生による授業への参加と講義

講義：「新学習指導要領をどうとらえるか」
～図画工作の現場から確認しておきたいこと～

・小学校・保育園の教職員だけでなく・放課後児童クラ
ブ・公民館の職員も参加
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・小学校学習指導要領では図画工作でどのような資質・能力を育成す

ることをめざしているのか

・子どもの状況に合わせた適切な声かけの仕方

・主体的対話的な深い学びが求められ、「探究的な学習の重要性」が

全ての校種で問われている

・問いを教師が与え、子どもが答えを探したり、解決するという役割

から転換が必要
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【小学校教員の感想】
・図画工作科における新学習指導要領の改訂の趣旨や育成すべき
資質能力について理解することができた

・保育園の先生に小学校での図画工作の授業についてより知って
もらうことができた

・幼児期に育ってほしい姿の中から、図画工作科につながるもの
の共有や小学校の図画工作科の目標との関連性について理解す
ることができた

【保育園職員の感想】
・保育園での造形活動をはじめとする表現活動で育つ力が学校教
育における図画工作科で必要な力にどう繋がっていくのか知る
ことができた

・小学校の図画工作の授業を知る機会となった
・保育所保育指針と小学校の学習指導要領の繋がりについて考え、
理解する機会となった



小学校教員による保育体験 令和元年１２月２５～２６日
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園長によるオリエンテーション
・０～６歳児の発達段階と育ち
・保育園の理念・方針・目標
・保育士の子どもへのかかわり方
・日案の説明

教員１人１クラスずつに分かれて保育体験
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【小学校教員の感想】
・集団の輪から外れた子のためのスペースが意図的に環境設定
がしてあるのが良いなあと思った。
・年長さんが下の子の面倒をよく見ていて、今の一年生も昨年
まではやっていたんだろうなあと思った。
・どうしても小学校に上がると上の子にやってもらうことが続
くので、毎月の交流は大事だと思った。
・せっかく保育園で培ったものは活かせるように小学校でもな
るべく自分たちでさせるとか、いろいろ任せてこっちが見守る
ようなことができると良いなあと思った。
・小学校では教員が教えることが主になるが、乳児でも自分が
主で、保育者があわせている。子どもの様子から子どものニー
ズをどうくみ取っていくかのところが大切だと思った。
・つい手を出したくなる場面でも、保育士さんは見守るけど最
低限でしか手を出さない。失敗してもやらせてあげないと思っ
た。
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【豊川小学校の体制づくり】

〇２年目（令和２年度）

・幼小連携接続の担当教諭を設定

・年度当初に幼小連携接続について、園長先生、県担当者よ
り説明をしてもらう（コロナで９月実施）

・幼小連携接続の公開授業を全職員が参観し、協議を行う

・昨年度成果のあった、保育体験と保小合同職員研修を実施



２．持続可能な保小連携活動の
仕組みの構築

（２）接続カリキュラムの
見直しサイクルの確立

56



接続カリキュラムの見直し
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食べられる量を考えて盛り付けの量を調整しながら、苦手な
ものも少しずつ食べるようになる。

食器の大きさの違いや時間内に食べられる量を考えて盛り付けの
量を調整しながら、苦手なものも少しずつ食べるようになる。

教員が思っている以上に小さな環境の違いは子どもにとって
大きなハードルになっている
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接続カリキュラムの見直し

接続カリキュラムを基に話し合う中で、学校や保育園での子
どもの姿や実態について共有する機会となる。



２．持続可能な保小連携活動の
仕組みの構築

（３）保護者や地域への啓発
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【豊川保育園】
「えんだより」での保護者への発信
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【豊川小学校】
「学校だより」での保護者や地域への発信
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【地域との情報共有】
「とよかわの未来をつくる会」での活動報告

・コミュニティスクールを支える地域団体への情報
提供
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【地域授業参観日での参観授業の実施】

幼小の連携接続の様子を参観授業で見てもら
うことで保護者や地域に更に理解を広げる

令和３年２月２４日（予定）



３．成果と課題
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幼小接続の段階を示すステップ

「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」（平成22 年11 月、幼児期の教育と小学校
教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議）

ステップ０ 連携の予定・計画がまだ無い。

ステップ１ 連携・接続に着手したいが、まだ検討中である。

ステップ２
年数回の授業、行事、研究会などの交流があるが、接続を
見通した課程や計画の編成・実施は行われていない。

ステップ３
授業、行事、研究会などの交流が充実し、接続を見通した課
程や計画の編成・実施が行われている。

ステップ４
接続を見通して編成・実施された課程や計画について、実
施結果を踏まえ、更によりよいものとなるよう検討が行われ
ている。
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（1）健康な心と体（2）自立心（3）協同性（4）道徳性・規範意識の芽生え（5）社
会生活との関わり （6）思考力の芽生え（7）自然との関わり・生命尊重（8）数
量・図形、文字等への関心・感覚（9）言葉による伝え合い（10）豊かな感性と表

現

学びに向かう力、人間性等
知識及び技能の

基礎
思考力・判断力・表
現力等の基礎

学びに向かう力、人間性等

（どのように社会・世界と関わりよ
りよい人生を送るか）

個別の知識や技
能

（何を知っている
か、何ができる

か）

思考力・判断力・
表現力等

（知っていること・
できることをどう

使うか）

小
学
校

幼
・
保
・
こ

接続カリキュラムの実施
（アプローチカリキュラム・スタートカリキュラム）
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【２年間の取組みの成果】
・接続カリキュラムに基づき、保育園・小学校の接続期の
子どもの姿について話し合うサイクルができた
・年長児～小学1年生の２年間の子どもの育ちを保育園・
小学校で考えられるようになった
・保育体験を通して、職員の子どもを見る視点が広がり、
よりていねいに子どもに関わることができるようになった。

【今後の課題】
・さらに持続可能なものにしていくために全職員への幼小
連携への理解を広げる
・生活科の年間計画の中に、交流についてきちんと明記し
ていく
・市全体への取組に広げていくこと
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